
 

 

 

 

まもなくオーストラリア及びニュージーランドへ留学する第 14期Ａコース研修生を対象

とした、最後のゼミナールが、12月 26日（金）午前に開催されました。 

今回は、これまで実施してきた班ごとのグループ協議形式ではなく、既存の班を解体し、

新たに編成した 12名ずつ６つのグループに分かれて発表を行う形式で実施しました。研修

生は、慣れ親しんだ班のメンバーではなく、新たなメンバーに向けて研究内容のアウトライ

ンを発表することで、これまで以上の緊張感をもって臨むことができ、貴重な経験となりま

した。 

発表は一人当たり 11分間とし、発表６分、質疑・応答３分、担当指導者からの講評 1分、

発表者へのメッセージを記入するアドバイスシート作成 1 分という構成で行いました。司

会や計時係は研修生が交代で担当し、運営も含めて主体的に取り組みました。中には、パソ

コンを持参し、プレゼンテーションソフトを活用して発表する研修生もおり、それぞれ工夫

を凝らしながら、今後進めていく研究内容を分かりやすく伝えていました。 

今後は、今回発表したアウトラインに対する助言を踏まえ、内容をさらに深めながら、最

終的に作成する論文の完成に向けて、各自で調査・研究を進めていきます。研修生一人一人

が自ら選んだテーマに真摯に向き合い、充実した論文に仕上げていくことを期待していま

す。                                

令和７年 12 月 26 日（金）  《午前》  「ゼミナール④」 


